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　非アルコール性脂肪性肝疾患 NAFLD （nonalcoholic 
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伴う水頭症 （disproportionately enlarged subarachnoid-












例として，longstanding overt ventriculomegaly in adults 

















歳の 61歳以上の地域住民の possible iNPHの有病率は
1.1%（95% 信頼区間 : 0.6-1.8%）となる6）．仮に 65
歳以上の有病率が 1.1%だとして全人口に換算すれば，




asymptomatic ventriculomegaly with features of idio-



































左 : ① 著明な脳室拡大，② シルビウス裂と大脳腹側のくも膜下腔の拡大，③ 高位円蓋部脳溝（くも膜下腔）
の狭小化，④ 大脳縦裂（くも膜下腔）の狭小化，⑤ 急峻な脳梁角，⑥ 拡大した側脳室下角による海馬およ
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小児運動器疾患のリハビリテーション : 現状と展望
Rehabilitation for Children with Musculoskeletal Disorders :  
Present Situation and Future Prospects
芳　　賀　　信　　彦
東京大学大学院医学系研究科　リハビリテーション医学






























































































死 亡 例 な し，
33% 車 椅 子，
67%歩行可
Tarda B 歩行開始後に初回骨折 死亡例なし，全例歩行可
（Shapiro F : J Pediatr Orthop 1985 より引用）
図 2.　骨形成不全症に用いられる伸長可能な髄内釘 4
歳時（左）に比べ 5歳時には髄内釘が伸びている
表 2.　高位麻痺例（T10-L2レベル）に対する リハビリテーション方針による比較 






Household Ambulator 7例，Non Ambulator 17例
歩行に至った児はいなかった 
車椅子使用開始後，移乗自立の割合高い
公共交通機関や自家用車の利用による自由な移動 : 8例 公共交通機関や自家用車の利用による自由な移動 : 2例
骨折 : 平均 1回，褥瘡 : 平均 1ヶ所 骨折 : 平均 2回，褥瘡 : 平均 5ヶ所

























Brain Machine Interface （BMI） Opens New Possibilities of Rehabilitation
里　　宇　　明　　元
慶應義塾大学医学部　リハビリテーション医学教室















































































8-13 Hzおよび 15-30 Hzのエネルギーを特徴量とし
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図 2.　機能回復型 BMIにおける成果
重度の上肢麻痺に対する脳波 BMIを用いた neurofeedback trainingにより，運動企図時の脳波変化と筋活動の
誘導が確認され，fMRIでも脳の可塑的変化が起こっていることが示唆された．
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